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５
月
４
日
、
長
嶋
茂
雄
読
売

巨
人
軍
終
身
名
誉
監
督

（
以
下
「
長
嶋
氏
」
と
い
う
）
が

伊
豆
の
国
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

現
役
時
代
の
昭
和
42
年
か
ら
48

年
ま
で
の
間
、
伊
豆
の
国
市
（
旧

大
仁
町
）
で
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
っ
て
い
た
長
嶋
氏
に
と
っ
て
、

43
年
ぶ
り
と
な
る
訪
問
で
し
た
。

　

こ
の
日
、
最
初
に
訪
れ
た
市
役

所
伊
豆
長
岡
庁
舎
で
は
多
く
の
市

民
が
長
嶋
氏
を
迎
え
、
長
嶋
氏
は

笑
顔
で
手
を
振
り
、応
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
市
長
応
接
室
で
行
わ
れ

た
小
野
市
長
と
の
歓
談
で
、
長
嶋

氏
は
「
伊
豆
の
国
市
の
道
路
に
私

の
名
前
を
つ
け
て
い
た
だ
き
本
当

に
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

昨
年
の
５
月
４
日
に
イ
コ
モ

ス
に
よ
る
世
界
遺
産
の
登

録
勧
告
を
受
け
、
ち
ょ
う
ど
１
年

を
迎
え
た
韮
山
反
射
炉
に
も
立
ち

寄
っ
た
長
嶋
氏
。
訪
れ
て
い
た
多

く
の
観
光
客
も
、
思
わ
ぬ
人
物

の
登
場
に
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

長
嶋
氏
来
訪
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
「
読
売
巨
人
軍　

長
嶋
茂
雄
ロ
ー
ド
」
と
「
読
売
巨

人
軍　

長
嶋
茂
雄
ラ
ン
ニ
ン
グ

ロ
ー
ド
」（
※
）。
設
置
さ
れ
た
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
や
看
板
を
見
学
し
た

長
嶋
氏
は
、
集
ま
っ
た
市
民
や
野

球
少
年
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。

（
※
）「
読
売
巨
人
軍　

長
嶋
茂
雄

ロ
ー
ド
」
と
「
読
売
巨
人
軍　

長

嶋
茂
雄
ラ
ン
ニ
ン
グ
ロ
ー
ド
」は
、

市
の
道
路
愛
称
選
定
事
業
に
よ
り

昨
年
度
誕
生
し
た
、
伊
豆
の
国
市

の
新
た
な
名
所
で
す
。

　

詳
細
は
、
広
報
い
ず
の
く
に
平

成
27
年
５
月
号
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
都
市
計
画
課
窓
口
（
伊
豆
長

岡
庁
舎
別
館
）で
確
認
で
き
ま
す
。

①長嶋氏を取り囲み撮影する市民
②横断幕を持って長嶋氏を歓迎　
③ 「伊豆の国市はこんなまちです…」
小野市長と歓談する長嶋氏。前には
大好きなヒマワリの花
④市役所を出た長嶋氏を囲む市民
（ ①：ランニングロードモニュメント
前、②～④：市役所伊豆長岡庁舎）

　

訪
問
を
終
え
た

　
　

長
嶋
氏
の
コ
メ
ン
ト

　

と
て
も
懐
か
し
か
っ
た
で
す
。

行
く
と
こ
ろ
、
行
く
と
こ
ろ
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
大
歓
迎
を
受

け
、「
お
帰
り
な
さ
い
」
と
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

言
葉
に
非
常
に
元
気
付
け
ら
れ
、

勇
気
と
希
望
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

伊
豆
の
国
市
の
人
た
ち
は
、
昔

も
今
も
、
す
ご
く
い
い
人
ば
か
り

で
し
た
。
自
主
ト
レ
を
行
っ
た
時

の
こ
と
を
、
思
い
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
日
は
、
素
晴
ら
し

い
１
日
で
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
非
常
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

ち
ら
か
ら
見
る
富
士
山
は
、
や
は

り
最
高
で
し
た
。

⑤ 長嶋氏と少年野球の子どもたち
⑥ 集まった市民に手を振る長嶋氏
⑦ ランニングロードのモニュメン
トを眺める長嶋氏
⑧ 長嶋氏に注目する観光客
⑨ 市職員による韮山反射炉の説明
⑩長嶋氏と韮山反射炉
（ ⑤～⑦：ランニングロードモニュ
メント前、⑧～⑩：韮山反射炉）

長嶋茂雄読売巨人軍終身名誉監督が伊豆の国市を訪問。
行く先々で盛り上がりを見せた様子を、写真で紹介します。
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